
 

 

 

【英語弁論＆わたしの主張】 

 

【紫波地区新人大会行われる】 

１，２年生のみなさんは、新チームになって２～３カ月の練習期間を経て、先週の新人大会に臨みました。どうだったで

しょう？ どんな感想を持ちましたか？？ 

多かれ少なかれ緊張はしたと思います。その中でどれだけ自分の、そしてチームの力を出せたかということをぜひ、改

めて振り返ってほしいと思います。そして成果と課題を部のみんなで共有してください。その上で目標を定めてください。

目標を達成するためにこれからどういう練習をしていくのか……。皆で考え、話し合い、実践してください。それができる

か、できないか、やるか、やらないか、で、今後、大きな違いが出てきます。 

あっという間に来年の中総体がやってきます。もう９か月後です。限られた時間での全体練習はもちろん、個人でやる

べきこともあるはずです。誰に言われずとも、地道に努力を重ねたところが、きっと９か月後の大会で、納得のいく試合を

することができるのだと私は思っています。 

私が 20 代の頃、中学校の野球部の監督をして初めて持ったチームのことを話します。そのチームは地区新人大会で

負けて、特に２年生は悔しかったんでしょう。泣いていました。ある冬の日、もう薄暗く、雪が降りしきる中、私は学校から

車で帰る途中、その２年生の生徒たちがランニングをしている光景を目にしました。私が指示をしたわけではありませ

ん。誰に言われずとも自分たちで集まってやっていたのだと思います。「頑張っているなあ。来年は勝ちたいなあ（勝たせ

たいなあ）」そう思いました。 

でも、勝負は時の運もあります。そんなに簡単にはいきません。翌年の地区中総体では残念ながら２回戦でわずか０

－２の僅差で負けてしまいました。ただ、この年３年生になった正選手のほとんどが高校でも野球を続け、ほとんどがレ

ギュラーで活躍しました。私がこのとき思ったのは、勝ち負けに価値があるのではなく、自ら、目標を追い続けることに価

値があるということです。どうでしょう？ みなさんにも考えてほしいと思います。 

さて、地区大会を勝ち抜き、県大会へコマを進めたみなさん、おめでとうございます。決してうぬぼれることなく、さらに
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上のレベルの戦いに臨めることに感謝して練習を積み重ねてください。１か月後、または２か月後に、さらなる成果と課

題がたくさんみつければ、きっとその後につながります。そんな県大会にする 

ことが大事です。 

さあ、一区切りつきました。学校では、このあと中間テストや生徒会役員 

選挙、来月には文化祭が控えています。1，2 年生のみなさんがこの大会を 

振り返るとともに、三中のすべてのみなさんが、これからの取組で多くの成 

果をあげることを大いに期待します。 

（写真は激励会の様子。海外から視察交流で紫波町に来られた大人の方も見学しました） 

【紫波地区中学校駅伝競走大会】 

 

 

 

  

【避難訓練】 

【いろんな活動が目白押しです！！】 

 

 

 

 

9/18（木）に行われました。 

練習の成果を発揮すべく、どの選手も力

走し、たすきを繋ぎ切りました。リザーブ

の生徒も励ましの声を一生懸命かけて

おり、チームとしての一体感が感じられま

した。お疲れ様でした。 

生徒会役員選挙に係る選挙運動。

朝、昇降口前でお願いの声がけを

一生懸命行いました。 

３年生の家庭科において、あずま

幼稚園で行った保育実習。最後に

は合唱も披露しました。 

２年生で行われた「薬物乱用防止

教室」。学校薬剤師の赤澤先生から

話をしていただきました。 


